
　地域おこし協力隊の荒川です。

　『つなぎてベジっ娘』という屋号を掲げ、農業や食、

筑波サーキットを通じて下妻市民をつなげる活動を

しています。

　これまで農家のつなぎ役として、納品代行や、農

家と飲食店とのコラボ商品の食材仲介、東京の方を

市内の農園に招待し、収穫体験のYouTube 撮影な

ど行ってきました。

　筑波サーキットの出店では、地域の特産品や旬の

野菜販売を行っています。自動車の耐久レースでは

「地域おこし協力隊賞」を設定しています。表彰式

で下妻市のPRを行い、旬の野菜を優勝者に贈呈す

るなど、参加者に下妻市を認知してもらう活動を継

続して行っています。その結果、購入品を気に入り、

リピーターとして市内店舗で購入してくださるお客

様も現れています。

　東京2020オリンピック・パラリンピックでは『下

妻ブルンジ選手団支援委員会』に所属し、ブルンジ

共和国の選手団に下妻の農業の魅力を伝えたいとい

う想いから、市内農家や JA常総ひかりとのつなぎ

役をしていました。想いを選手団に伝える手段とし

て、応援メッセージ動画撮影、下妻梨等の寄贈など

に立ち会わせていただきました。このご縁が今後の

農業や海外交流につながることを願っています。

筑波サーキットでの「地域おこし協力隊賞」の贈呈

Instagram : 
arakawa.shimotsumalife
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地域おこし協力隊就任
地域おこし
協力隊だより

第４回
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　本市は、４人目の地域おこし協力隊員に委嘱書を交

付しました。

　今回就任した宮
みやざわ

澤優
ゆう

輝
き

さんは、埼玉県出身の27歳。

和太鼓や・篠笛のプレイヤーとしてイベントなどに携

わり、和楽器の制作も行っています。また、グラフィ

ックやWebデザインにも精通しており、これらを活か

した活動を行っていく予定です。

　宮澤さんは、「地域おこし協力隊員として、下妻市

のまちづくりに貢献しながら、自分のやりたいことを

どのように実現していくか考えながら活動したい」と

話しました。

　なお、すでに就任している３人の地域おこし協力隊

（荒川さん、大竹さん、鵜飼さん）の活動については、

左記の「地域おこし協力隊だより」で連載中です。

８月３日

左・委嘱書を手にする宮澤さん、右・菊池市長

表敬訪問　東部中学校・千代川中学校運動部が
　　　　　　　全国大会出場

菊池市長（前列中央）、廣瀬市議会議長（市長右側）を
学校関係者が表敬訪問しました

【東部中学校】　

　○野球部

　　文部科学大臣杯　全日本少年春季軟式野球大会

　○卓球部

　　全国中学校体育大会卓球女子団体戦

　　・個人戦　小
こ

島
じま

和
の あ

愛さん（２年生）

【千代川中学校】

　○柔道部　全国中学校体育大会柔道男子

　　　個人戦55㎏級　大
おおしま

島悠
ゆう

雅
が

さん（２年生）

「ふたりごと文庫」の取材を受けました。
https://nippon-teshigoto.jp/blog-
archive/shimotsuma-arakawa
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